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(百万円未満切捨て)
１．平成30年３月期の連結業績（平成29年４月１日～平成30年３月31日）
（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上収益 営業利益 税引前利益 当期利益
親会社の所有者
に帰属する当期

利益

当期包括利益
合計額

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年３月期 201,000 10.0 8,587 10.6 7,676 1.7 5,210 △21.3 6,197 2.3 4,616 △27.6

29年３月期 182,737 △8.7 7,761 27.9 7,550 72.5 6,619 131.0 6,058 154.1 6,372 ―

基本的
１株当たり当期利益

希薄化後
１株当たり当期利益

親会社所有者帰属
持分当期利益率

資産合計
税引前利益率

売上収益
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

30年３月期 219.78 218.27 10.7 4.5 4.3

29年３月期 214.27 213.37 11.6 4.3 4.2
(参考) 持分法による投資損益 30年３月期 623百万円 29年３月期 982百万円
　

(注)平成30年３月期において企業結合に係る暫定的な会計処理の確定を行っております。これに伴い、平成29年３月期の連結財務諸表について

は暫定的な会計処理の確定の内容を反映させております。

　

（２）連結財政状態

資産合計 資本合計
親会社の所有者に
帰属する持分

親会社所有者
帰属持分比率

１株当たり親会社
所有者帰属持分

百万円 百万円 百万円 ％ 円 銭

30年３月期 168,566 68,050 60,514 35.9 2,146.07

29年３月期 174,948 64,182 54,904 31.4 1,947.30

　

（３）連結キャッシュ・フローの状況
営業活動による

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物

期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

30年３月期 16,925 △14,255 △2,092 2,866

29年３月期 18,606 △14,205 △6,541 2,272
　　

　

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額

(合計)

配当性向

(連結)

親会社所有者

帰属持分配当率

(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

29年３月期 ― 11.00 ― 13.00 24.00 681 11.2 1.3

30年３月期 ― 12.00 ― 13.00 25.00 709 11.4 1.2

31年３月期(予想) ― 13.00 ― 13.00 26.00 19.8
　

(注) 29年３月期期末配当金の内訳 普通配当金 11円00銭 記念配当金 ２円00銭 (東京証券取引所市場第一部指定記念配当)

　

３．平成31年３月期の連結業績予想（平成30年４月１日～平成31年３月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上収益 営業利益 税引前利益
親会社の所有者に
帰属する当期利益

基本的１株当たり
当期利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 96,000 △3.8 3,000 △27.2 2,500 △35.5 1,600 △51.8 56.74

通 期 190,000 △5.5 6,800 △20.8 6,000 △21.8 3,700 △40.3 131.22
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※ 注記事項

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ： 無

　 新規 ―社 (社名) 、除外 ―社 (社名)
　

　

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更

① ＩＦＲＳにより要求される会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無
　

　

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 30年３月期 28,392,830株 29年３月期 28,392,830株

② 期末自己株式数 30年３月期 195,258株 29年３月期 197,427株

③ 期中平均株式数 30年３月期 28,196,703株 29年３月期 28,273,578株
　

(注) 期末自己株式数には、株式給付信託(BBT)制度に関する資産管理サービス信託銀行株式会社(信託Ｅ口)が所有す
る当社株式(平成30年３月期末 193,800株、平成29年３月期末 196,100株)が含まれております。また、期中平
均株式数の計算において控除する自己株式数には、株式給付信託(BBT)制度に関する資産管理サービス信託銀行
株式会社(信託Ｅ口)が所有する当社株式の期中平均株式数(平成30年３月期 194,720株、平成29年３月期
118,036株)が含まれております。

　

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です。

　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、当社としてその実現を約束する趣旨のものではありません。実際の業績等は
様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当連結会計年度における当社グループを取り巻く経営環境は、世界経済は底固い成長を維持しており、世界の

主要な株式指数が期初から１月にかけて上昇基調をたどる中、日経平均株価はその間に約26年ぶりの高値水準を

記録いたしました。また、米国では政策金利の引き上げが進み、欧州でもECB(欧州中央銀行)が金融緩和の縮小に

動き始めました。他方、春には中東、夏には東アジアでの地政学リスクが意識され、そのたびに為替相場が大き

く変動、そして１月下旬からの世界的な株価急落を受け、年度末にかけて株式市場は上げ下げを繰り返し、為替

相場では円高が進みました。

自動車業界においては、英国やフランス、中国などが将来的なガソリン車の販売禁止の検討を表明したことか

ら業界に大変革期が訪れました。一方、各地域の新車販売の状況は、北米市場が踊り場にあったものの、中国で

は増加が続き、アジア・大洋州地域の販売も総じて堅調に推移いたしました。日本の新車販売も前期に比べて増

加しておりますが、なかでも軽自動車の伸びが大きく、販売に占める登録車の割合は低下いたしました。

このような環境下、当社グループは、昨年４月にスタートした第５次中期事業計画の経営方針である「H-oneブ

ランドの確立を目指し、品質信頼性向上とNo.１技術確立で収益力向上を強力に推し進める」に沿って、これまで

に培った技術力やグローバル展開を活かし、取引先開拓をはじめとする受注拡大に努めてまいりました。

当連結会計年度における主な実績といたしまして、昨年発売された主力得意先の新型軽自動車に関しては、前

モデルに比べて当社の受注部品が大きく増加しており、それらを受けて亀山製作所(三重県亀山市)で進めていた

最新鋭の溶接ラインの導入を含む溶接工程の再構築が完了し、生産量の増加と相まって亀山製作所の生産性が大

きく改善しております。また、海外事業においては、武漢愛機汽車配件有限公司が、QCD(品質、価格、納期)を高

く評価され、主力得意先より最優秀サプライヤー賞を授与されております。

以上を受けた当連結会計年度における経営成績は、主力得意先向けの自動車フレームの生産台数が前期に比べ

て約６％増加したことに加え、為替相場が前期に比べて円安水準であったことによる為替換算上の影響などから

売上収益は2,010億円(前期比10.0％増)となりました。利益面では、北米の生産台数の減少がマイナス要素となっ

た一方で、日本や中国での生産台数増加による生産性の向上、タイ及びインドでの効率改善効果によって売上総

利益は243億70百万円(同13.3％増)となり、北米連結子会社における事業用資産に係る減損損失などによりその他

の損益が前期に比べて悪化いたしましたが、営業利益は85億87百万円(同10.6％増)となりました。また、為替差

損などによる金融損益の悪化や持分法による投資利益の減少がありましたが税引前利益は76億76百万円(同1.7％

増)、親会社の所有者に帰属する当期利益は61億97百万円(同2.3％増)となりました。

なお、前連結会計年度に行われた企業結合について暫定的な会計処理に依っておりましたが、当連結会計年度

に確定しております。これに伴い、暫定的な会計処理の確定の内容を前連結会計年度に反映した結果、前連結会

計年度の連結損益計算書は、売上原価が０百万円減少し、売上総利益、営業利益、税引前利益、当期利益、親会

社の所有者に帰属する当期利益がそれぞれ０百万円増加しております。

セグメントの業績につきましては、次のとおりであります。

①日本

主力得意先向けの自動車フレームの生産量が前期に比べて増加したことを主因に、売上収益は535億88百万円

(前期比9.4％増)となりました。利益面では、増量効果と効率改善効果及び在外子会社からの配当金の受取額の増

加を主因に税引前利益は42億90百万円(同15.7％増)となりました。

②北米

主力得意先向けの自動車フレームの生産量が前期に比べて減少したことを主因に、売上収益は824億46百万円

(前期比1.3％減)となりました。利益面では、生産台数の減少影響と事業用資産に係る減損損失、持分法による投

資利益の減少を主因に、税引前損失12億15百万円(前期は税引前利益21億87百万円)となりました。

③中国

主力得意先向けの自動車フレームの生産が前期に比べて増加したことから売上収益は485億78百万円(前期比

26.5％増)となりました。利益面では、増収効果と生産コストの低減により税引前利益は58億24百万円(同45.1％

増)となりました。
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④アジア・大洋州

タイ、インドにおける生産が堅調だったことから売上収益は302億89百万円(前期比16.2％増)、利益面では、効

率改善効果などにより税引前利益は４億81百万円(前期は税引前損失２億17百万円)となりました。

（２）当期の財政状態の概況

当連結会計年度末における連結財政状態は、営業債権及びその他の債権などが増加した一方で棚卸資産などが

減少したことから流動資産が減少、有形固定資産の減少などにより非流動資産合計が減少いたしました。これら

の結果、資産合計は1,685億66百万円(前連結会計年度末比63億81百万円減)となりました。

負債合計は、営業債務や借入金などが減少したことにより1,005億16百万円(同102億49百万円減)となりまし

た。

資本合計は、利益剰余金が増加したことなどから680億50百万円(同38億68百万円増)となりました。親会社所有

者帰属持分比率は35.9％(同4.5ポイントのプラス)となりました。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度末における現金及び現金同等物(以下「資金」という)は、営業債権及びその他の債権の増加、

営業債務の減少、有形固定資産の取得による支出、長期借入金の返済による支出などの資金の減少要因がありま

したが、税引前利益、減価償却費及び償却費、棚卸資産の減少などの資金の増加要因によって28億66百万円(前期

比５億94百万円増)となりました。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動の結果得られた資金は、前期に比べて16億80百万円(9.0％)減少の169億25百万円となりました。これ

は主に営業債務の減少額50億60百万円(前期は営業債務の増加額24億86百万円)などの資金の減少要因によるもの

であります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動の結果支出した資金は、前期に比べて49百万円(0.4％)増加の142億55百万円となりました。これは主

に有形固定資産の取得による支出が前期に比べて９億１百万円(6.2％)増加したことによるものであります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動の結果支出した資金は、前期に比べて44億49百万円(68.0％)減少の20億92百万円となりました。これ

は主に、長期借入金の返済による支出が前期に比べて19億50百万円(12.9％)増加した一方、長期借入れによる収

入が前期に比べて56億44百万円(95.3％)増加したことによるものであります。
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（４）今後の見通し

次期の見通しにつきましては、日本経済は個人消費の回復や雇用の増加を通じて景気回復が持続、中国経済も

安定成長が続き、アジア・大洋州地域においてもタイ、インド、インドネシアの成長基調は変わらないものと思

われますが、一方で、米国の外交通商政策が各国経済に与える影響は注視していく必要があると認識しておりま

す。

自動車業界においては、日本の自動車需要は当期比で微減が見込まれており、北米市場の新車販売もSUVを除く

と力強さに欠ける状況が続くことを想定しております。中国においては自動車購入層の広がりにより市場の成長

は続くものと思われますが、受注競争が更に厳しさを増すことが想定され、アジア・大洋州地域では新車販売が

底堅く推移するものと予想しております。

以上を受けた2019年３月期の通期連結業績見通しにつきましては、北米セグメントとアジア・大洋州セグメン

トでは損益が改善する見込みである一方で、中国セグメントでは付加価値の低下を想定することから、売上収益

1,900億円(前期比5.5％減)、営業利益68億円(同20.8％減)、税引前利益60億円(同21.8％減)、親会社の所有者に

帰属する当期利益37億円(同40.3％減)を計画しております。なお、為替レートは、105円/ドルを前提としており

ます。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、グループ内の財務報告基準の統一を通じて経営の効率と品質向上を目指すとともに、資本市

場における財務情報の比較可能性を高めることなどを目的として2016年３月期の有価証券報告書における連結財

務諸表から国際財務報告基準(IFRS)を任意適用しております。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結財政状態計算書

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2017年３月31日)

当連結会計年度
(2018年３月31日)

資産

　流動資産

　 現金及び現金同等物 2,272 2,866

　 営業債権及びその他の債権 29,733 31,063

　 棚卸資産 24,780 20,466

　 その他の金融資産 2,652 4,630

　 その他の流動資産 5,113 2,986

　 小計 64,551 62,013

　 売却目的で保有する非流動資産 536 ―

　 流動資産合計 65,088 62,013

　非流動資産

　 有形固定資産 93,871 90,667

　 無形資産 1,215 1,089

　 投資不動産 2,561 2,323

　 持分法で会計処理されている投資 3,505 3,947

退職給付に係る資産 ― 523

　 その他の金融資産 6,114 6,648

　 繰延税金資産 1,910 698

　 その他の非流動資産 680 653

　 非流動資産合計 109,859 106,553

　資産合計 174,948 168,566
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2017年３月31日)

当連結会計年度
(2018年３月31日)

負債及び資本

　流動負債

　 営業債務 27,885 21,722

　 借入金 28,472 34,424

　 未払法人所得税等 688 647

　 その他の金融負債 2,495 3,143

　 その他の流動負債 9,988 7,867

　 流動負債合計 69,530 67,804

　非流動負債

　 借入金 31,440 23,251

　 退職給付に係る負債 6,293 5,959

　 その他の金融負債 2,294 1,816

　 繰延税金負債 842 1,256

　 その他の非流動負債 364 428

　 非流動負債合計 41,235 32,711

　 負債合計 110,765 100,516

　資本

　 資本金 4,366 4,366

　 資本剰余金 13,253 13,054

　 利益剰余金 38,468 43,960

　 自己株式 △140 △139

　 その他の資本の構成要素 △1,042 △727

親会社の所有者に帰属する
持分合計

54,904 60,514

非支配持分 9,277 7,536

　 資本合計 64,182 68,050

　負債及び資本合計 174,948 168,566
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：百万円)

前連結会計年度
(自 2016年４月１日
至 2017年３月31日)

当連結会計年度
(自 2017年４月１日
至 2018年３月31日)

　売上収益 182,737 201,000

　売上原価 △161,231 △176,629

　売上総利益 21,506 24,370

　販売費及び一般管理費 △13,671 △14,950

　その他の収益 536 1,127

　その他の費用 △609 △1,960

　営業利益 7,761 8,587

　金融収益 319 148

　金融費用 △1,512 △1,682

　持分法による投資利益 982 623

　税引前利益 7,550 7,676

　法人所得税費用 △930 △2,466

　当期利益 6,619 5,210

当期利益の帰属

　親会社の所有者 6,058 6,197

　非支配持分 561 △986

当期利益 6,619 5,210

１株当たり当期利益

　基本的１株当たり当期利益(円) 214.27 219.78

　希薄化後１株当たり当期利益(円) 213.37 218.27
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連結包括利益計算書

(単位：百万円)

　
前連結会計年度

(自 2016年４月１日
至 2017年３月31日)

当連結会計年度
(自 2017年４月１日
至 2018年３月31日)

　当期利益 6,619 5,210

その他の包括利益

純損益に振替えられることのない項目

　確定給付制度の再測定 174 △364

　資本性金融商品の公正価値測定 259 268

項目合計 433 △95

純損益にその後に振替えられる可能性の
ある項目

　在外営業活動体の換算差額 △1,144 △316

　持分法によるその他の包括利益 463 △181

項目合計 △681 △498

　税引後その他の包括利益 △247 △594

　当期包括利益合計 6,372 4,616

当期包括利益合計額の帰属

　親会社の所有者 5,835 6,512

　非支配持分 536 △1,895

　当期包括利益合計 6,372 4,616
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（３）連結持分変動計算書

前連結会計年度(自 2016年４月１日 至 2017年３月31日)

(単位：百万円)

その他の資本の構成要素

資本金
資本
剰余金

利益
剰余金

自己
株式

確定給付制
度の再測定

資本性金融
商品の公正
価値測定

在外営業活
動体の換算

差額
合計

期首残高 4,366 13,253 33,030 △0 △1,780 569 391 △818

当期利益 ― ― 6,058 ― ― ― ― ―

その他の包括利益 ― ― ― ― 133 259 △615 △222

当期包括利益合計 ― ― 6,058 ― 133 259 △615 △222

配当金 ― ― △622 ― ― ― ― ―

自己株式の取得 ― △0 ― △140 ― ― ― ―

自己株式の処分 ― ― ― ― ― ― ― ―

その他の非支配持分の増減 ― ― ― ― ― ― ― ―

その他の資本の構成要素か
ら利益剰余金への振替

― ― 1 ― ― △1 ― △1

所有者との取引額合計 ― △0 △620 △140 ― △1 ― △1

期末残高 4,366 13,253 38,468 △140 △1,646 827 △223 △1,042

親会社の所有
者に帰属する
持分合計

非支配
持分

資本
合計

期首残高 49,831 8,908 58,740

当期利益 6,058 561 6,619

その他の包括利益 △222 △25 △247

当期包括利益合計 5,835 536 6,372

配当金 △622 △167 △789

自己株式の取得 △140 ― △140

自己株式の処分 ― ― ―

その他の非支配持分の増減 ― ― ―

その他の資本の構成要素か
ら利益剰余金への振替

― ― ―

所有者との取引額合計 △762 △167 △929

期末残高 54,904 9,277 64,182
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当連結会計年度(自 2017年４月１日 至 2018年３月31日)

(単位：百万円)

その他の資本の構成要素

資本金
資本
剰余金

利益
剰余金

自己
株式

確定給付制
度の再測定

資本性金融
商品の公正
価値測定

在外営業活
動体の換算

差額
合計

期首残高 4,366 13,253 38,468 △140 △1,646 827 △223 △1,042

当期利益 ― ― 6,197 ― ― ― ― ―

その他の包括利益 ― ― ― ― 40 268 6 314

当期包括利益合計 ― ― 6,197 ― 40 268 6 314

配当金 ― ― △704 ― ― ― ― ―

自己株式の取得 ― ― ― △0 ― ― ― ―

自己株式の処分 ― ― ― 1 ― ― ― ―

その他の非支配持分の増減 ― △199 ― ― ― ― ― ―

その他の資本の構成要素か
ら利益剰余金への振替

― ― ― ― ― ― ― ―

所有者との取引額合計 ― △199 △704 1 ― ― ― ―

期末残高 4,366 13,054 43,960 △139 △1,606 1,095 △217 △727

親会社の所有
者に帰属する
持分合計

非支配
持分

資本
合計

期首残高 54,904 9,277 64,182

当期利益 6,197 △986 5,210

その他の包括利益 314 △909 △594

当期包括利益合計 6,512 △1,895 4,616

配当金 △704 △43 △748

自己株式の取得 △0 ― △0

自己株式の処分 1 ― 1

その他の非支配持分の増減 △199 198 △0

その他の資本の構成要素か
ら利益剰余金への振替

― ― ―

所有者との取引額合計 △902 154 △747

期末残高 60,514 7,536 68,050
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書
(単位：百万円)

前連結会計年度
(自 2016年４月１日
　至 2017年３月31日)

当連結会計年度
(自 2017年４月１日
　至 2018年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

　税引前利益 7,550 7,676

　減価償却費及び償却費 14,018 15,438

　非金融資産の減損損失 104 1,393

　金融収益 △285 △148

　金融費用 1,452 1,365

　持分法による投資損益(△は益) △982 △623

　有形固定資産売却損益(△は益) △27 △303

　有形固定資産廃棄損 215 119

　営業債権及びその他の債権の増減(△は増加) △1,070 △1,262

　棚卸資産の増減(△は増加) △1,514 3,681

　営業債務の増減(△は減少) 2,486 △5,060

　 退職給付に係る負債の増減(△は減少) △122 △697

　その他 △727 △810

　 小計 21,095 20,769

　利息の受取額 173 25

　配当金の受取額 112 123

　利息の支払額 △1,444 △1,380

　法人所得税の支払額 △1,330 △2,611

　営業活動によるキャッシュ・フロー 18,606 16,925

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △14,544 △15,446

　有形固定資産の売却による収入 369 1,327

　無形資産の取得による支出 △43 △39

　その他の金融資産の取得による支出 △51 △55

　その他の金融資産の売却による収入 2 ―

　連結範囲の変更を伴う子会社株式の取得による収入 52 ―

　その他 9 △41

　投資活動によるキャッシュ・フロー △14,205 △14,255

財務活動によるキャッシュ・フロー

　短期借入金の純増減額(△は減少) 3,601 4,181

　長期借入れによる収入 5,920 11,565

　長期借入金の返済による支出 △15,140 △17,090

　自己株式の取得による支出 △140 △0

　配当金の支払額 △622 △704

　 非支配持分への配当金の支払額 △160 △43

　財務活動によるキャッシュ・フロー △6,541 △2,092

現金及び現金同等物に係る換算差額 144 16

現金及び現金同等物の増減額(△は減少) △1,996 594

現金及び現金同等物の期首残高 4,269 2,272

現金及び現金同等物の期末残高 2,272 2,866
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

　

（セグメント情報等）

１． 報告セグメントの概要

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取

締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために定期的に検討を行う対象となっているものでありま

す。

当社グループは、主に自動車部品を製造・販売しており、「日本」、「北米」(アメリカ、カナダ、メキシコ)、

「中国」、「アジア・大洋州」(タイ、インド、インドネシア)の各現地法人が地域ごと連携しながら包括的な戦

略を立案し、事業活動を展開しております。

したがって、当社は、生産・販売体制を基礎とした地域別のセグメントから構成されており、「日本」、「北

米」、「中国」及び「アジア・大洋州」の４つを報告セグメントとしております。

２． 報告セグメントの売上収益、利益又は損失、その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度(自 2016年４月１日 至 2017年３月31日)

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額 連結

日本 北米 中国
アジア・
大洋州

合計

売上収益

外部顧客に対する売上収益 37,844 81,992 37,340 25,560 182,737 ― 182,737

セグメント間の内部売上収益 11,135 1,546 1,062 500 14,244 △14,244 ―

計 48,979 83,538 38,402 26,060 196,982 △14,244 182,737

セグメント利益又は損失(△)
(税引前利益(△は損失))

3,707 2,187 4,014 △217 9,692 △2,142 7,550

減価償却費及び償却費 △2,256 △3,930 △4,177 △3,979 △14,344 325 △14,018

受取利息 15 0 8 157 182 △9 173

支払利息 △64 △234 △379 △784 △1,462 9 △1,452

持分法による投資利益 ― 967 ― 15 982 △0 982

減損損失 △104 ― ― ― △104 ― △104

(注) １．セグメント間の内部売上収益は、独立企業間価格に基づいております。

２．売上収益の調整額は、セグメント間の内部売上収益消去額であります。また、セグメント利益又は損失(△)

の調整額は、セグメント間の内部利益消去額であります。

３．減価償却費及び償却費の調整額は、セグメント間の連結調整の影響額であります。

４．受取利息及び支払利息の調整額は、セグメント間の連結調整の影響額であります。

５．持分法による投資利益の調整額は、セグメント間の連結調整の影響額であります。
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当連結会計年度(自 2017年４月１日 至 2018年３月31日)

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額 連結

日本 北米 中国
アジア・
大洋州

合計

売上収益

外部顧客に対する売上収益 41,446 81,998 47,364 30,191 201,000 ― 201,000

セグメント間の内部売上収益 12,141 447 1,214 98 13,901 △13,901 ―

計 53,588 82,446 48,578 30,289 214,902 △13,901 201,000

セグメント利益又は損失(△)
(税引前利益(△は損失))

4,290 △1,215 5,824 481 9,381 △1,704 7,676

減価償却費及び償却費 △2,240 △4,287 △4,721 △4,477 △15,726 287 △15,438

受取利息 12 0 13 8 34 △8 25

支払利息 △61 △256 △352 △704 △1,374 8 △1,365

持分法による投資利益 ― 626 ― 1 628 △5 623

減損損失 ― △1,393 ― ― △1,393 ― △1,393

(注) １．セグメント間の内部売上収益は、独立企業間価格に基づいております

２．売上収益の調整額は、セグメント間の内部売上収益消去額であります。また、セグメント利益又は損失(△)

の調整額は、セグメント間の内部利益消去額であります。

３．減価償却費及び償却費の調整額は、セグメント間の連結調整の影響額であります。

４．受取利息及び支払利息の調整額は、セグメント間の連結調整の影響額であります。

５．持分法による投資利益の調整額は、セグメント間の連結調整の影響額であります。

６．当連結会計年度において企業結合に係る暫定的な会計処理の確定を行っております。これに伴い、前連結会

計年度のセグメント利益又は損失(△)については暫定的な会計処理の確定の内容を反映させております。

３．報告セグメントの変更等に関する事項

　第１四半期連結会計期間より、従来の報告セグメント名「欧州・北米」を「北米」に変更しております。これは、

欧州の持分法適用会社ユー ワイ ティ リミテッド(イギリス コベントリー)が清算手続中であることから、当社グ

ループにおける欧州での現地法人を通じた事業活動の重要性が乏しくなったためであります。この変更はセグメン

ト名称の変更のみであり、セグメント情報に与える影響はありません。

　また、前連結会計年度のセグメント情報については、変更後の名称により作成したものを記載しております。
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（１株当たり情報）

普通株主に帰属する基本的１株当たり当期利益及び希薄化後１株当たり当期利益の算定上の基礎は以下のとお

りであります。

前連結会計年度
(自 2016年４月１日
至 2017年３月31日)

当連結会計年度
(自 2017年４月１日
至 2018年３月31日)

親会社の所有者に帰属する当期利益(百万円) 6,058 6,197

期中平均普通株式数(千株) 28,273 28,196

希薄化性潜在的普通株式数(千株)：株式給付信託(BBT) 118 194

希薄化後の期中平均普通株式数(千株) 28,391 28,391

１株当たり当期利益(円)

基本的１株当たり当期利益 214.27 219.78

希薄化後１株当たり当期利益 213.37 218.27
　
（注）当連結会計年度において企業結合に係る暫定的な会計処理の確定を行っております。これに伴い、前連結会計

年度については暫定的な会計処理の確定の内容を反映した金額によっております。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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